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研究成果の概要（和文）：日本人の英語話者が、大学の国際的な模擬国連で英語のネイティブや外国人と交渉すること
において、何が欠けているのか、必要なものを理解することを目的とする。
１）日本人の英語話者のための交渉に関する英語ＥＬＴ教材を批判的に評価し、どのような語彙、文法、機能がターゲ
ットとされるか、その理論的根拠とデータソースを見極めた。２）口語コーパスの専門家と協力した学識者とアジア各
国のネイティブおよび日本人の英語話者から交渉データを収集し、文法、単語と2語以上のことばの語彙の研究を行っ
た。３）応用会話分析、討論会での相互行為の秩序を研究する分析枠組みを通して、模擬国連の交渉での社会行為につ
いて学ぶことができた。

研究成果の概要（英文）：This 3-year project examined what Japanese non-native-English speakers negotiating
 at international university Model United Nations (MUN) with native and other non-native speakers of Engli
sh are lacking.  This research was accomplished in three stages: 1) By critically evaluating English ELT m
aterials on negotiation for non-native English speakers-identifying what vocabulary, grammar and functions
 are being targeted, the rationale and data sources.  2) Scholars collaborated with spoken corpus experts 
and four corpora began to be constructed. MUN negotiation data was collected from native English speakers 
and non-native English speakers in Japan, Europe and Asia; 3) Through applied conversation analysis, an an
alytical framework studying the orders of talk-in-interaction, we were able to learn how social acts in MU
N negotiation are packaged and delivered in linguistic terms. 
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１．研究開始当初の背景 
 

口語コーパスの専門家は、英語での国際的コ

ミュニケーションの未来は成功した相互行

為によると信じ、創られた英語を教えること

ではなく、「現実」の重要性を説く（Carter & 

McCarthy 2006）。模擬国連での交渉は日本人

の非ネイティブ英語話者にとってより難し

いものであり、それは会話的であるとともに

対面的であるからである。コーパス言語学の

見識によれば、教育された語彙形式の使用頻

度が高いことが確認されている（Ellis 2002）。

学習者のコーパスは現在、言語教育を向上さ

せるため用いられている（Granger 2002）。

口語英語コミュニケーションは適切さに依

存する（Carter & McCarthy 2006）。根本的

な会話分析の、「なぜ、これが、このように、

ただちになのか？」という疑問は、社会行為

としての模擬国連の会話における関心をと

らえており、その会話とは特殊な言語形式に

おいて、社会的に重要な交渉に向けられた連

続の一部として発せられるものであり、また

社会理論と関連がある（ Ragin 1994; 

Seedhouse 2004）。 

 
２．研究の目的 

 

（1）文部科学省の英語教科書における交渉

を批判的に検討し、評価すること 

（2）４つのタイプの模擬国連会議への参加

において交渉スピーチのデータ（日本と日本

以外のアジアとヨーロッパの非ネイティブ

英語話者とネイティブ話者）を収集し、これ

をトランスクリプトすること 

（3）４つのパイロット模擬国連口語コーパ

スを作成するために専門家と協力する。１）

ネイティブ話者、２）ヨーロッパ人で高度の

非ネイティブ英語話者、３）高度のアジア人

話者、４）日本人の非ネイティブ英語話者。

将来的にはこれに追加を計画している。 

（4）模擬国連交渉のコーパス文法、語彙、

単語と 2語以上のことば、機能と目的につい

ての予備的分析の開始 

（5）模擬国連の交渉データに関する応用会

話分析 

 
３．研究の方法 
 

この研究で用いる方法のうち、４つがデータ

収集の中心となっている： 

（1）英語教科書のディスコース分析 

（2）北米、アジア、ヨーロッパでの会議で

模擬国連の視聴覚記録を収集し、データをト

ランスクリプトする 

（3）模擬国連で日本人のネイティブおよび

非ネイティブの英語話者に関してフィール

ドノートを作成し、インタビューを行う 

（4）多角的視点を得るために、会話分析と

コーパスの研究者と協力する。 

 
４．研究成果 
 

データ分析はまだ途中であるが、５つの目標

に関連した成果は以下のように要約できる。 

（1）文科省の英語教科書における交渉の検

討 

我々が検討した 10 冊の文科省認定口語コミ

ュニケーション教科書において、事例の発話

交替の種類が、我々のデータにある模擬国連

の交渉事例において見られる相互行為／発

話交替の種類とは似ていないことがわかっ

た。また、発話を交替するために必要な紋切

り型のことばが出てこなかったり、あるいは

出てくる頻度が限られている。脚本化されて

いない現実の会話の機会が限定的である。

我々の発見は、教科書の改訂が行われたにも

かかわらず、教科書の１％以下が本物の会話

を載せているにすぎないというOguraの2008

年の発見を裏付けている。 

（2）模擬国連会議での交渉スピーチデータ

の収集 

ヨーロッパ、アジア、北米で開催され、日本

人と多様な国出身の英語のネイティブ話者



が参加した 11 の模擬国連からデータを収集

することができた。国内で開催された５つの

会議では日本人がマジョリティであり、国外

では日本人はマイノリティであった。 

（3）模擬国連口語交渉コーパスを作成する

ために専門家と協力する 

我々のコーパスを作成するために、AntConc 

Cluster/Ngrams 機能を用いながら項目に注

釈をつけることによって交渉ディスコース

を分析している。コーパスを作成するにあた

っての議論に関して、以下の研究者たちに助

言を仰いだ：Ken Hyland (香港大学), James 

Martin (シドニー大学、オーストラリア), 

John Swales (ミシガン大学アンアーバー、

アメリカ), Ann Johns (サンディエゴ州立大

学), David Rose (シドニー大学、オースト

ラリア). Frederick Erickson’s (カリフォ

ルニア大学ロサンジェルス校), Avril 

Coxhead (ウェリントン大学) 、Charles 

Browne (明治学院大学、東京)。 

（4）模擬国連交渉コーパスの文法、語彙、

機能の予備的分析 

これまでに明らかになったのは、交渉でもっ

とも使用度の高いコロケーションは、他の一

般的な口語コーパスとは異なることである。

単語レベルの頻度に従って我々のコーパス

が増大するため、交渉での次のような紋切り

型の「取引」スピーチ（日本人はこれについ

ては不得意だと我々が確信しているもの）を

集めて分析することを継続して行ってい

る：真剣さを伝える；譲歩する；公式化によ

って提案を開始し、支持する命題を正当化す

る；肯定的あるいは否定的見方を示すことで

一つの提案に答え、さらに代替案を提示する

か、またはその提案を補強する；説得的な理

論的根拠と感情によって他の人々に影響を

与える；絶対的原理を説明することで、要求

を行う。 

（5）模擬国連交渉データの応用会話分析 

発言順序の割り当てや、タイムキーパー、相

互行為の監視・仲裁の役割を果たす司会者と

して会議に参加している間に分析を行った。

順番構成と順番達成の単位を、同時的な相互

行為の複数のクラスターがひき起こされる

ところで分析している。順序のタイミングや

とり方、様々なギャップや重複、連続発話は、

行動や語られる問題に対する一定の理解を

与えることがわかった。時間が指定された連

続発話はスピーチの速度を一時的に上げる

ことが証明されている。議長の役割を引き継

ぎたいと思う者は、引き継ぐ前にまなざしと

体勢をその方向に同時に向け、（議長と）同

じ身体的ポーズをとる。 

 

研究で蓄積したデータに基づいた記録は今

後も続ける予定である。交渉データを収集し、

我々の教育実践を向上させてきたこの研究

期間中、毎年我々は 3 日間の国際模擬国連、

全日本大学英語模擬国連（JUEMUN）を開催し

てきた。全日本大学英語模擬国連（JUEMUN）

の会議は 2011 年には 43人の参加者（うち日

本人 38 人、外国人 5 人）だったが、2013 年

には 118 人（日本人 83 人、外国人 35人）に

増加している。さらに、我々は日本人学生を

2012 年にカナダで開催されたハーバード世

界模擬国連や、2013 年、2014 年にアメリカ、

2013 年に韓国、2013 年、2014 年にローマで

開催された模擬国連での議論にも連れてい

った。 
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